
１.研究の背景と目的

持続可能な社会を目指し、 都市・農地・自然環境
※１
を包含的

に捉える自然共生都市への再編が求められている。

北海道においては近代の明治開拓期以降、 都市・農地の整

備が地形的条件に大きく影響を受けながら、 計画的に行われてき

た経緯がある。 また、 都市が形成される以前から、 縄文人やアイ

ヌ民族がその土地に固有の自然的条件を的確に読み取り適応し、

自然と共生した暮らしを営んでいた。

自然共生都市への再編に向けて都市・農地・自然環境を含めた

空間構造を見直していく際、 近代以降のみならず、 前近代に至るま

で、 通史的に空間の使われ方、 成り立ちを捉えて行く必要がある。

そこで本論では、自然共生都市への再編に向けた地域構造 （後

述） を、 前近代から近代までの地域空間 （後述） を通史的に捉

えることで明らかにすることを目的とする。

２.研究の方法と研究の位置づけ

①既往研究・文献調査
※4,5,6,7

より、 自然共生都市形成に向けた北

海道における地域空間を捉える視点を提示する。 北海道旭川市を

事例として②市史・文献
※2,3,4,8

より、 時代毎に形成されてきた空間

構造の特徴とその変容過程を整理し、 各時代を通して重視されて

きた空間構造を明らかにする。③②を踏まえ、 時代毎の地域空間

を支えていた土地への意味づけを整理し、 以上より④自然共生都

市への再編に向けた空間構造の活用の可能性について検討する。

アイヌ期の空間構造に触れた既往研究には渡辺
※2

や瀬川
※3

のも

のがあり、 開拓期に関しては、 柳田
※4

のもの等がある。 しかし、

それらは個別の時代における空間構造の把握にとどまっており、 通

史的な視点から空間構造を捉え、 今後の都市形成に言及したもの

は見られない。

３.北海道における地域空間及び空間構造を捉える視点

３－１.地域空間及び空間構造の定義

通史的な観点から空間の成り立ちに言及した既往研究
※4※5

で

は、 地域空間を自然的文脈、 社会的文脈、 歴史的文脈から定

義している。 これらを踏まえ、 本論では、 地域空間を 「各時期に

おける社会的背景・精神文化・生活様式・生業のあり方、 それ

に基づく地域の気候・地形・動植物等の自然・地理的特徴を読

み取り、 構築された空間が、 歳月を経て堆積してきた場所」 と定

義する。 また、 空間構造を 「各時期において重視された自然地

理的条件および形成された物的要素がなす構造」 と定義する。

３－２.地域空間を捉える手法

既往研究
※6

とその成果を踏まえて、 本論では、 地域空間を捉

える際の手法としてレイヤーを用いる。レイヤーの意味役割として「自

然・地理的条件を解読した上で空間構造を形成する段階性を捉え

る意味」 「空間構造を構成する物的要素の関係を捉える意味」 「地

域空間の時間的変化を捉える意味」 の三つを想定し、 （図 1a） の

ように地域空間を重層的に捉える。 時代区分としては、 縄文～続

縄文期 （以下縄文期） / 擦文期 / アイヌ期 / 開拓～戦前期 （以

下開拓期） /戦後～現在 （以下都市化期） の五つを設定する （図

1b）。 また、 空間構造を構成する物的要素を包括的に捉える概念

として、 生産基盤・生活基盤・生命基盤の三つの視点
※7

（図1c）

を用いる。 自然共生都市構築のためには、 三つの基盤が個別に

存在するのではなく、 共存している状態を目指すことが重要である。

４.各時代区分ごとの地域空間及び空間構造

４-１.事例選定理由

上川地域は明治 20 年代まで開拓の手が及ばず、 アイヌの生活

空間が保たれていたとされる。 また、 西蝦夷地の中でもアイヌ語地

名・文化・遺跡に関する研究資料が豊富にある。 開拓期にはそ

の地理的位置と自然の豊かさから 「北京」 として北海道でも重要な

地域として注目され、 市街地区画、 屯田兵村、 殖民区画、 御料

地といった北海道開拓を特徴づける区割りが集積している。 以上の

理由から北海道旭川地域を事例として調査・分析を行う。

４-２.各時代区分毎の生活・生産・生命基盤の一体性

市史・文献
※2,3,4,8

より、 各時代区分における地域空間図を作成

した。 （図 2A） これをもとに、 各時代区分において重視された空間

構造と、その主要構成要素を抽出し、三つの基盤の視点で捉える(図

2.B)ことで、 空間構造を通史的にみることの重要性を示す (図2.C)。

縄文期の集落は、 河岸段丘Ⅰ面・Ⅱ面の境界部、 かつ飲料

水となる湧水や小河川沿いに立地した。 これは多様な動植物の狩

猟採集に都合のよい、 自然環境の異なる面に接する立地でもあっ

た。 擦文期・アイヌ期は漁撈に特化し、 集落は漁場と共に、 鮭

遡上河川沿いの河岸段丘Ⅲ面における小河川やメム、 マクンペッ

脇に立地した。 このように、 縄文期からアイヌ期にかけては、 生命

基盤である自然環境と密接に関連した狩猟・採集の場所と共に生

活の場所を決めており、 主に河川を軸とした空間構造が生命基盤

と生活基盤を同時に担っていた。

農耕に特化した開拓期は河川氾濫時に冠水しない河岸段丘Ⅱ

面が重視された。 原生林を切り拓き、 地域の特徴的な山 ( 以下ラ

ンドマーク ) に向けた基線を軸として農地の区画が行われた。 住み

ながら耕し、 土地を拓く生活が多くの地域で展開され、 屯田兵村

における耕宅地や殖民区画等、 生産基盤と生活基盤が一体的に

組み込まれた空間構造の構築が推し進められていた。 一方、 自

然環境は開拓の対象として捉えられ、 生命基盤と生活・生産基盤

のつながりは希薄化していった。 平地林が伐採されたことによる風

害や洪水の発生が問題となり、 樹林地の環境調整機能の重要性

が認識され、 唯一防風林が三つの基盤の役割を担っていた。
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都市化期の空間構造は経済の論理を軸として発展してきた。 都

市生活の快適性、 産業の効率性、 自然の保護を目的に、 土地

利用の分化・純化が進められた。 都市化期の空間構造の主要構

成要素を見ると、 開拓期に形成された市街地や農地の生活・生産

基盤の一体性を引き継いでいるものが多く、 都市化期に形成され

たものの多くは、 生活・生産・生命基盤の分化が進行し、 単一

的な基盤を担うものとなっている。 現在において三つの基盤の一体

性は希薄化していると言える。 例外的に、 生活基盤と生命基盤の

役割を担う要素として公園・緑地がみられる。

先述したように、 自然共生都市構築のためには、 三つの基盤

が共存している状態を目指すことが必要であり、 三つの基盤の一

体性を持つ空間構造はその要となると考えられる。 時代区分毎に

一体性の強い基盤の組み合わせは異なっていることから、 各時代

区分を通して空間構造を見ることで、 三つの基盤の一体性を持ち

得る空間構造の把握を試みる。

５. 空間構造の主要構成要素の分類と意味 ・ 役割の変化

前項での整理を踏まえ、 空間構造の主要構成要素を分類し、

その意味・役割の変遷を通史的に分析する。 （図 3）

a. 道路 ・ 鉄道 ：開拓時に敷かれた生産・生活基盤を担う区画

の継承がみられる。 上川と外部をつなぐルート自体はアイヌ期から

変わらず、 開拓期に設けられた道路や鉄道は、 生活・生命基盤

として都市化期まで継承されている。 近年は街路樹が整備され、

生命基盤としての意味が付加されている。 b. ランドマーク : 現在は

公園化されている場合が多く、生命基盤と生活基盤を担う場である。

アイヌ期には祈りの場として、開拓期には基線の先に据えられ、人々

の精神的な拠り所として、 また豊かな生態系を担保する場として、

生命基盤の役割を担ってきた。ｃ. 樹林地 : 特に平地林は開拓期に

伐採の対象とされ、 景観が大きく変化した。 防風林は、 三つの基

盤をつなぐことのできる空間構造要素だったが、 現在は開拓当時

の図面にあったような大規模な防風林は見られない。 d. 河岸段丘 :

現在はほとんど意識されることのない地形だが、 各時代区分を通し

て生業活動が展開されてきた。 縄文期～アイヌ期には生活・生命

基盤を、 開拓期以降は生活・生産基盤を担ってきた。 河岸段丘

Ⅲ面の e. 合流点は都市化期を通して用途地域制度により生活・生
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図 2. 旭川市における各時代の地域空間と重視された空間構造



産・生命基盤の分化が進んでいる場所である。 一方で、 特に忠

別川をまたぐ都心核の場所は、 空間構造の論理が異なるアイヌ期

から都市化期まで上川地域の中心的な位置づけを持ち着目されて

きた重要な場所である。 f. 河川：大河川は都市化期に入ると河川

改修が行われ、 河川敷公園化や環境的整備がおこなわれる等、

生命基盤と生活基盤をつなげる役割が与えられている。 大河川は、

開拓期から地域集団を分ける存在であったが、 アイヌ期は狩猟採

集の場及び地域集団をまとめる存在として生命・生活基盤をつなぐ

場所であった。 同じく縄文期～アイヌ期にかけて集落の立地条件と

して生命基盤・生活基盤を担っていた g.微地形や小規模な流れは、

都市化が進むにつれて改修されたり、 消えたりしている。 水の流れ

そのものとしては、 開拓期以降農耕の重視により用水路が発達した

が、 これは生産基盤に特化したものである。

このように、 一つの空間構造要素が担う基盤は時代区分を越え

て上塗りされてきた。 空間構造要素はそれぞれ、 現在担っている

基盤だけでなく、 過去に担っていた基盤も担い得る多義性を持っ

ていると考えられる。 これに着目し、 自然共生都市への再編を進

めて行く際には、 過去の役割をそのまま復活するのではなく、 基

盤の一体性を支えた環境に対する見方を捉え直し、 現代社会に合

わせて位置づけなおしていく必要がある。

６.基盤の一体性を支えた環境に対する見方 （表1）

アイヌ期および開拓期に着目し、 市史・文献
※2,3,4,8,9

より三つの

基盤の一体性を支えていた環境に対する見方を整理することで、 自

然共生都市への再編に向けた視点を抽出する。

人間も生態系の一部として捉え、 自然環境に精神性を見出し、

その地域に住む人々が地域の自然環境に責任を持つアイヌの見方

は、 自然共生を目指す現代においても重要である。 また、 開拓

期の殖民地選定調査における、 自然科学的視点から地域の自然

環境をつぶさに捉え、 どのように利用していくべきかを想定する見

方と、 アイヌ語地名における自然環境の特徴とライフスタイルを関

連付ける見方とをあわせて地域空間を捉え、 土地とそこでの活動を

きめ細かに観察し、 関連付けていくことは、 地域空間を適正に管

理し、 持続的な基盤を担保していく際に重要な視点である。

このように歴史的な見方を継承し視点とすることで、 開拓期以降希

薄になってしまった生命基盤と生活基盤の関係強化及び、 特に農村

地域における生命基盤と生産基盤の関係を強化することにつながる。

７.自然共生都市に向けた空間構造活用の可能性

自然共生都市への再編に向け、 ６. で示した土地への見方を踏ま

え、５.で示した空間構造の活用の方向性を仮説的に検討する。（表2）

都市生活に密接に関連し、 生活者が実感することのできる空間

構造として、 生態回廊の形成を検討する。 例えば、 都市の中に

毛細血管のように張り巡らされた小河川や用水路を生態回廊化する

ことで、 都市の中に豊かな生態系が共存し、 それを身近に感じる

ことのできる精神的にも豊かな都市生活を実現することが想定され

る。 また、 開拓期に生命基盤及び生産基盤を担っていた防風林

を生態回廊の要素として復活させ、 営農活動を支える物質・エネ

ルギー循環に関わる生態系として位置づけることにより、 生物多様

性を高める一方、 生物多様性によって発展する持続可能な自然循

環型農業への転換を支援することが考えられる。

このように、空間構造を生態ネットワークとして活用することにより、

生命基盤をベースに、 生活基盤、 生産基盤も一体的に担う強い

空間構造が得られる可能性がある。 この場合に空間構造を構成す

多少の小河川は無視して区画＋アイヌ語地名

農耕のため平地重視、河川は地域集団を分ける存在
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鉄道の敷設 師団線→廃線石北線敷設

環状道路

a.道路・鉄道

郊外住宅地の形成

住宅地形成

街路樹が付加される道も

命 街路樹が付加される道も

命 街路樹が付加される道も

改修河川

市街化・奉遷

河川の環境性位置付、河川敷の公園化

マクンペッ
メム マクンペッの島を利用した工業地/公園/遊郭

祠や神社等の設置アイヌ語地名

大河川

飲料水

殖民区画・市街地区画・屯田兵村区画

基線・幹線道路

樹林地の環境調整機能の重要性認識 環境を担保するものとして位置づけ

河川の氾濫を避け、平らで広い面が必要な農耕のため、河岸段丘Ⅱ面に農村を計画

交通の便を重視し、三大河川合流点、
即ち河岸段丘Ⅲ面に市街地を計画

段丘面毎に多様な生き
物の分布にあわせた狩
猟・採集の場

特に漁撈を重視したため集落はⅢ面に位置

二次的な鮭産卵場を核
として地域集団が展開

市街化せず農村的利用
アイヌ給与予定地

忠別川をまたいで
都心核形成

チャシ（砦）チノミシリ（聖山）

上川と外部を結ぶルート

基線の先に据えられる地域のランドマーク 公園・緑地となっている部分もある

Ⅰ面
Ⅱ面

Ⅲ面

b.ランドマーク

鮭が遡上する河川沿いのマクンペッや
メムの傍に漁場とセットで集落が立地

排水路・用水路

集落

鮭が遡上する主要河川は地域集団をまとめる存在

g.微地形

最も多く鮭が遡上する産卵場を核
とした集落・漁場

狩猟採集の
場及び河川
の氾濫を避
けた集落

市街地岸
神楽岸

神居岸
近文岸

d
河
岸
段
丘

e
合
流
点

f
河
川

小河川

c.樹林地
防風林の設置

命

河岸段丘Ⅰ面の平坦地に農地拡大

石狩川河岸段丘Ⅲ面永山側に工業地形成

平地林伐採

分類 アイヌ期 開拓期 都市化期縄文期 擦文期
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現在見えない基盤
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図 3. 重視された空間構造を構成する要素の分類と意味 ・役割の変遷

命

産活

命

産活

アイヌ語地名にみる生活基盤と生命基盤のつながり
川や山野などの地形を表わす語彙に、その状態や利用に関する語彙を装飾
語として、自然についての人間の知識を示している。動植物など生活資源の
ありかを示す「地名」はその場所に行けば生活資源が得られることから、アイヌ
の人々が生活を保持するために、ライフスタイルの中に組み込むことで成立し
たとされる。

開拓の目的にみる生活と生産のつながり
ロシアの脅威に対する北の防衛を担い、無尽蔵の資源の眠る未開の大地を開拓
し、人々を入植させ、地域を開発する政策や計画が切実に求められていた。実際
に地域の空間形成を担った入植者の人々の目下の目標は、「生産」の場・「生活」
の場を構築することであった。そのための手法として、屯田兵村における耕宅地
や殖民区画等、住みながら耕し、土地を開く生活が多くの地域で展開された。

●動植物はカムイの変装であり、カムイがアイヌに与えるためにもたらした「贈り物」
●近代の見方は自然を在外的なものとして捉えるが、アイヌは人間も生態系の一部として捉えている。
●動植物に覆われる地表は、アイヌにとってはカムイの住処・活動領域である。これをイオルと呼ぶ。
●イオルは神々のすむ世界であり、そこに立ち入って、狩猟・採集をする。この区分の基本になるのは河川。
その川筋のアイヌがその川筋のカムイ群と正当な儀礼的関係を結んでいるから、カムイが「贈り物」を贈ってく
れるとされる。  

●開拓期の地域空間形成の計画は、選地から始まり、場所の特徴や地域の地理や地質
条件や地形を的確に読み取った上で行われた。
【殖民区画選定調査の調査項目】原野名/原野中の小字/原野の位置及び広狭（地積）/山
川湖沼の位置及び形状/樹林草原の状況/勝地の位置及び形状/河川の水量並びに河岸及び
河底の地質/雨雪出水の料及び水害の有無/土性/動植物/気候/耕牧適否の区別/交通の便
否/道路排水施設の要否/旧土人部落の位置及び状況/区画施設の適否等19項目

環
境
に
対
す
る
見
方

基
盤
の
つ
な
が
り

アイヌ期 開拓期

表 1. アイヌ期および開拓期に見る環境に対する見方と基盤のつながりを支えた見方



る各々の要素が担う具体的な役割を （図 4） に示す。 この地域

構造は自然共生都市へ向けた地域空間の再編を進めていく足掛か

りとなると考えられる。

８.総括

①旭川地域における各時代区分での地域空間の特徴と重視された

空間構造の具体的な内容を明らかにした。 これにより、 自然共生

都市に向けて、 生命 ・ 生活 ・ 生産の三つの基盤の一体性を持つ

空間構造が要となることを示した。

②空間構造が担う基盤は、 各時代区分で与えられた意味によって

変遷してきたことを明らかにした。 これにより、 空間構造は現在意

味する基盤のみでなく、 過去に意味する基盤も含めて、 多義性を

持つこと示した。

③自然共生都市に向けて、 生活基盤および生産基盤が、 それぞ

れ生命基盤とつながることによって、 都市の中に豊かな生態系が

共存し、 それを身近に感じることのできる豊かな都市生活を生み出

すと同時に、 持続可能な自然循環型農業を実現され、 空間構造

が生態ネットワークを形成することを仮説的に示した。

④生命基盤には生態系だけでなく、 小河川や微地形等の豊かな

自然環境を捉え、 人間も生態系の一部として自然を敬う精神性も

位置づけることにより、 自然共生都市に向けた新しい価値観を生み

出していけることを示した。
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a.道路・鉄道

b.ランドマーク

d.河岸段丘Ⅱ面
(農地)

c.樹林地-防風林

b. ランドマーク

c. 樹林地

d. 河岸段丘Ⅰ面

ｆ. 河川 -小河川
メム

用水路

d河岸段丘Ⅱ面
（住宅地）

a. 道路 -基線

( 放射道路 )

環状道路

e. 合流点

生態的なまとま
りの拠点となる
コア・ビオトープ

空間構造 役割 期待される効果

自然河川時代の河畔林が残され、 都市内では貴重な自然が連続す
る。 都心を貫き、 特に石狩川水系は北海道全体の自然環境をつな
ぐ生態回廊の大動脈。 河岸段丘Ⅲ面も含めて河川による生態回廊の
大動脈とし、 段丘Ⅲ面に多かったかつてのマクンペッのような河川脇
の小さな水辺の創出や、 小河川・メム等と関連して多様な水環境を
創出し、 生態的多様性を担保する。

地域のランドマークとなる山に向かって通された基線道路、 そ
れに沿う連続街路樹は都市とコア・ビオトープを結ぶ主要な生
態回廊となる。
また、 環状道路の連続街路樹は、 これらをつなぎ、 生態回
廊の連続性を高める。

毛細血管のように都市の中に張り巡らされた小河川は生
態回廊の連続性 ・多様性の向上に貢献。 農地はもちろ
ん、 都心や住宅地の中に入り込み、 環境要素としてだ
けではなく、 都市生活の中で賑わいや潤いを演出し、
地域の自然の豊かさを実感することのできる基盤となる。

生態回廊の大動脈である4本の大河川だけでなく、 多くの小
河川が合流する生命基盤、 都心居住が実現された生活基盤、
主に商業からなる生産基盤とあいまって、 都市の中心である合
流点が、 人と生き物の共生する中心ともなる。

生態回廊の
大動脈

防風林を
生態回廊と
位置づけ、
自然循環型
農業を展開

交通の幹線
であり、

生態回廊の
幹線

人間が集まる都心
であり、

生き物が行交う
生態回廊の交差点

都市の中に
張り巡らされた
きめ細やかな
生態回廊

地域固有の生態的なまとまりの核となる場。 地形的特
徴のみならず、 生態的な特徴も担保し、 住民の自然
体験やレクリエーションの場ともなり、 地域の自然環境
イメージを形成する場となる。

f. 河川 -大河川

マクンペッ

ｄ. 河岸段丘Ⅲ面

（河川沿線状地域）

生態回廊、 特に防風林を、 営農活動を支える物質・エネル
ギー循環に関わる生態系として位置づける。 営農に直接関連
する範囲では風食、 浸食の防止、 地温の上昇、 害虫や病
気の発生を抑制する天敵のいる生態系の導入による農薬の減
少を、 間接的影響としては物質循環のバッファーとして圃場か
ら河川へ流出する窒素やリンの軽減、 農業生産に伴う廃棄物
のリサイクルをおこなう場の提供などを挙げることができる。 こ
れにより、 生物多様性を高める一方、 生物多様性によって発
展する持続可能な自然循環型農業を実現していく。

【凡例】

c.樹林地-防風林

d.河岸段丘Ⅰ面＆c.樹林地

d.河岸段丘Ⅱ面 f.河川-大河川・マクンペッ
d.河岸段丘Ⅲ面

e.合流点

f.河川-小河川・メム

f.河川-用水路

g.微地形

活命

活命

命

活命

活命

産

産

活命 産

図 4. 生態ネットワーク導入の際の空間構造の役割と期待される効果

保全すべき自然環境や優れた自然
条件を有している地域を核とし有機
的に繋ぐことにより、 生息・生育空
間の繋がりや適切な配置を確保

■農業生産収量増のため集約化する近代的なアプローチ
⇒農業システムや生物多様性を構成する要素の単純化・生態
学的に持続不可能な生産システム。
■長期的視点としての自然の管理及び自然立地条件への配慮

⇔短期的視点としての農家経済への影響

生物多様性を高める一方、 生物多様性によって発展する
自然循環型産業への転換

土壌侵食や風食を防ぐ装置としての緑地、 減農薬農業、 有機
質栽培での緑地を活用した土地利用等、 水系と緑地を有機的

に連携した方策が求められている。

樹林地や河川を営農を支援する装置として組み込むことが重要

①都市の中に生き物の生息地となる緑地等をできるだけ大きな面積で確保すること
②都市内に現存する生き物の生息地を保全し、 悪化した部分を修復すること
③都市内の孤立化した生息空間をコリドーによって連結させること
④大気、土壌、地下水位などの環境要因が生き物の生息に及ぼす影響を取り除くこと。
⑤都市の快適性と生物多様性が共存することの市民コンセンサスを得ること

都市の緑は環境だけでなく、 賑わいや潤いを演出する
役割を担い、 都市の価値を高める。 苦情の対象となり
がちな虫や落ち葉、 木漏れ日を楽しむ生活感覚を多く

の人が持つように意識改革を図る必要もある。

生物多様性が農業の基盤であることを見直す 生態ネットワーク導入による効果都市内の生態系を豊かにしていくために必要なこと

生態系ネットワークの形成
都市生活の中で自然環境の豊かさに

「触れ」 「実感」 できること

①空間構造は線構造を有し、 生態ネット
ワーク導入の手がかりに適している
②空間構造に生態ネットワークとしての役
割を付加すると、 空間構造が三つの基盤
をつなげる役割を果たす。

空間構造：生態ネットワーク

生命基盤として

生態系の担保

生活基盤として

賑わいや
潤いの演出

生産基盤として

自然循環型農業
の支援

表 2. 生態ネットワーク導入の背景

【補注】 ※1国土五地域 （都市地域/農業地域/森林地域/自然公園地域/自然保全地域） による。 ※2
渡辺仁 『アイヌの生態系』 （1977）※3瀬川拓郎 『アイヌ・エコシステムの考古学―異文化交流と自然利用か
ら見たアイヌ社会成立史』 （2007）※４柳田良造 「地域空間計画からみた北海道開拓と都市･村落の発展」
(2007)※5古野昌吾 「沿岸地域における地域空間の形成過程とその歴史的構造に関する研究」 (1999) /中井
和子 「魅力ある農地・農村景観を考える」 (2007)※６ 山本俊哉 『まちづくりの科学』 「まちづくりのテクニック」
/lan L. Mcharg 『Design with Nature』 /Dr. Ir. Laretna Trisnantari Adhisakti 『ジョグジャカルタの歴史的な地区におけ
る保存』※7西舘沙織 「都市の変遷と都市計画の運用に着目した環境循環型都市の構造」 (2003)において
明らかにされている。 生命基盤：人間も生態系の一部であり自然の循環の一部であるとの認識から、 すべて
の生命の存続のための基盤や、 人間が生きていくために継承していく精神、 信仰のための基盤。 生活基盤：
生活の安全性・利便性を担い、 さらに生活の豊かさを追求した基盤。 生産基盤：土地固有の産業を存続し
ていくものや、 新産業に対応した基盤。※8仮製５万分の1地形図旭川周辺/以下全て旭川市発行：『旭川
市史』 第3巻、 第5巻/ 『新旭川市史』 第1巻、 第2巻/旭川文庫1 『地図と写真で見る旭川歴史地図』
/ 『目で見る旭川の歩み』※9山田秀三 『アイヌ語地名の輪郭』 （1995） /由良勇 『上川郡内石狩川本流アイ
ヌ語地名解』 （2004）


